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は表 2, 表 3に示す通 りである｡





るので約700年以前から Chiengmaiを中心 とした北部地方において, 河川取水を主体 とする
かんがい事業が行なわれている｡その頃中央平原においてはもっぱ ら洪水の氾濫にまかされて
いたようである｡主都が Bangkokに移ってから (1782年以降)は WaterCommunication,
WaterConservationなどの舟運に闇する水路網および水路のコン トロール,維持管理に関す
る事業が盛んに 行なわれている｡ 1902年農林省の内に Department OfCanalが設けられオ
ランダの技術者 VanderHeideの指導により運河,水門の改修が行なわれ,また新 しい計画

























































































































る｡ これ らの事業は海水の侵入を防 ぐと同時に排水が主たる目的であって,この国の排水 とい
うのは特に収穫時期の排水を意味しているのである｡
また1952-1957年に ChainatDam (取水堰)が完成 し,さらにタイ国最大の近代的貯水池で
ある BhumiphoIDam が1953-1964年に完成 している｡ 1927年になって IrrigationDepart-
mentの内容が WaterResourceDevelopmentに関するものになり (ただし英二封土今 Elも従
来通 りになっている)事業範囲が以下のように拡大されている｡
1. ConservationorStorageofWater 2. Irrigation
3. Drainage 4. Reclamation
5. FloodCo工ItrO1 6. Hydro-electricPower
7. WaterCommunication
写真 l Pi工lgRiver上流 (Chiengmai東北部)
MこlCFackProjectlieadWork,1936年完成
写真 2 MuneRiver上流 (Khorat東北部)
TungSamridProjectHeadWork,1958年完成
写真 3 MaeKlOngValleyNongliEliにおける 写真 4 SangbadalRoictにおけるFloodColt-
FloodColtrOl事業による堤防 rol事業による堤防 (CheeRiver中流)
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と2人の Vice Director の下に16人 の
specialgrade,155人の 丘rstgrade,391
人の secondgrade,500人の thirdgrade,
594人の fourthgradeなどの人員を 配 し
合計1,656人の 役人によって運営されている｡また1939年に IrrigationEngineering College
が R.i.D.により設立され 技術者の養成を行なうよ うに な り, これ が現在は Kasetsart
University の FacultyofIrrigationEngineeringになっているが専任教授は おらずR.Ⅰ.D.

























次に1963年 までに完成 し1964年施工中の事業は表 6,図 1,図2の通 りである｡以上のうち
主なものについて述べると,
o ChainatDam (GreaterChaoPhrayaHeadWork)
1948年 FAO使節団により ChaoPhraya計画が 樹立 され, 1952-1957年に この取水ダム
が完成 されたoダムの全長237.5m,スルースゲー ト式のダムで各ゲー トの長さ12.50m,各ヒ
7-の巾2.50m, 16達, 最大高水量 3,300m3/sec で長 さ 1km に及ぶ 余水吐を もっている
(ChainatAyutthayaCanalに直接連なっている)｡また,ダムの右岸側に｢T114m,長 さ170.5
m,高 さ (水薗上)8.5mの Navigationlockが設け られている｡なお,以上の外 Manorom
Regulator(ChainatPasakMainCanalに通 じる)MakamdhaoRegulator(SuphanRiヽ-er),




成 しているoダムの型式はコンクリー トア-チダムで,高 さ-154m, 長 さ-486m, 厚 さ-6
-52.2m,コンクリ- ト量 970,000m3,余水吐 3,000m3/sec,2連計 6,000m3/sec(1,000年確
率出水), 貯水池水面長 さ-207km, 巾 7.5km, 水面積 300km2, 最大水深 124m, 貯水量
12,200,000,000m3 (deadwater36億 m3,有効貯水量86億 m3) である｡発電に関 しては落差
loom, 発電機 8台, 75.8×8-606.4m3/sec,発電合計22億 3千万KWH/午 (1台 2億 8千万
KWH),現在の電力需要は 3億 5千万KWH/年であるか ら2台の発電機によってもなお電力が
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余 ることになるので未だ 2台の発
電機 しか設置されていない (なお
この 発電機は 日本の 日立製 であ
る)｡かんがいについては, 24万





























































































































? ? ? ? ?







































+_ -/ V.J I ●■ ■ ㍗ ~ほ
辛 i ち.




??? ? ?? ?
?
?
'!川 :タ で何のか /Lがい討†水Tjr';某と今1'史LTJ.TjlEJiJ
写真 6 ChainatDElm 写真 7 GreaterChaoPhrayaHeadWork
余水 吐 (長さ 1km で,道路となっている)
























の平原約30万 ha(190万 Rai)に Secondcrop (主 として畑作物)を栽培しようという計画
が樹立され FAOから2人の台湾人の Expertが指導に当 り既に1965年が計画の第 1年度で






畑地かんがいの必要水量は1月～4月間, 月2回のかんがいで 360mm であるが, 有効雨












従って 360mm/120day-3mm/day となる｡ ところが この間の計器蒸発量は 5-6mmpday













ダムの貯水により洪水調節が可能 となり, 洪水氾濫の被害を まぬがれると共に BhLllr_iphoI
Dam により約22億 KWH の電力を産み ChaoPhrayaPlain乾季約30万 1laにわたってか
んがいし,ll,200万 Baht/yearの収益をあげられるっ
(4) 舟 運
年間400万 tonの貨物を irrigationcanalにより運搬 し,その costは トラックの十5,汽
車の1/2の低廉さである｡

























のようである｡例えば BhumiphoIDam のある Yanhee地点から Kampangpetchあるいは
NakornSawanに至る問,Lampan-Yanhee間にも広大な平地林が存在 し, これらは 水田開
























が 500-600mm,水路損失を入れないで 0.002m3/sec/haが一般でありいかに水田か ら'D損失
が多いかがうかがわれるのである｡しか しタイ国の場合,以上の値は水田か らの浸透を 0とみ
なしているが,そのような実験はいかなる状態で行なわれたかが問題で,今後の開発において






て,むしろ湿害が発生 している所 さえ見受け られた｡従って畑地かんがいには必要以上の水量
をかんがいしないことと,一万排水,道路組織などの圃場整備が必要 となるO
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東北地方についてみると, この地方は開発可能な未開地が広 く存在 しているが,一般に起伏
が甚だ しい場合が多いので導水が困難で困っていると聞いた｡これにはわが国で最 も一般的に
用い られている逆サイフォンを用いればよいのであって,pipeとopenchannelの併用による
導水方法を採用すれば 容易に 解決できるものと思われる｡ この地方は現在 Tankと呼ばれる
小規模のアースダム貯水によるかんがいが中心 となっているのであるが,いずれ も貯水容量が
小さいにもかかわ らず集中豪雨が多いために洪水排除のための余水吐施設の能力を大きくしな
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